
換さ競う方向持、同シ設ン {耳石銭 議総関滋滋}

道路重量鍛務審議

安芸戸地iKm託金道路延災 263閉 rtJ員 Gm
1158の l~alìfJ患の潟〉

I主主今夜 246万円 i句E菌庫総JjlJ100nFl 

年皮肉iζ完成する

〈釘ーヲ叩懇話i韓E審議}

ダイハアパイプレー .y;av凶{ラー 〈トラツ控室議後喜善要義1

VR l' 24建立 1台 ト沼F自動率FA毅火事1 lh 

1607'jFl 内E霊感す議員JJ長L80万円 12告2ヨパ i今回Wll官ll)Jゑ告JJ:if弓

〔国務改築主護主語)

長差 430m r1Jfミ6m

工事後 80ヌiFJ

j控2話1IiPl]村;草E主的1(惨敗;逗}議務及び改修工事

:fn佐露支lL339S-;!c-j!語 3797の長持

よ£災 77器開 rn員 5.4m 

工事後 37JjFlf与F築資制Il.IJ5万円

その lili

詞fま謹後主主ヱ芸事 7ヶ所

改良改修 :ζ 家 21ケ所〈会灸然考葬祭〉

橋梁鱗修工芸葬 2ケ続

毒事が言ミB撃事れt'::'e

久喜静護主ニk谷燥を結ぶ喜文E義選重喜善

E遅疑事50関 取員 5.5m

120万悶
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子3突然我孫子町役場
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社
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京:il?1修生捻言愛媛護霊山M ・"3 

2主君主のj富輿及び

}ヌ5年主主義量の軽………・6・4

祭量遣の号室長音.....……一…器

企書長詰客数条例主主る

防災Z誌の申告....汀山…一自

138 



{草寺幸喜怒浴田建設)

t華美双子芳三小学校1霊祭技会〉
1長義 .....lup 工事費 313万Fi r々ま袋線機滋金 160万fJ

2 t重……25戸 工事費 3507J[9 r令長李総nN主263万円

く夜夜堂、でに主義殺された戸数 16ip)安手数 lC6ill' 工事費 2き4Jヨ符

j設費電室撃 {バキュームカー)

プリンスAQTI-Il壁

タンク容援を i語001 ，1む:51主
l台 1181王将

(腕ま対衡され
ト終 J色 ]λ 2台

1議j主交E芸K_~日替変詩れた
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1台 15575Pl r弓器禁感務iiVJ 497ゴ門

〈互理?強度での抱設後i譲治おらll:1..) 

在ll~毒消防ポゾプ…………4 会

三三総消防ポゾプ…………I台

王子・51ガ 'l9yポンプ....・2台

小型動力ポ Yブ……… 17合

火の見……“…・25ヶ?究

本総書主主義 14名 |週員 563:1'，.ζ郎主主し
総長話1:言語~t ら}もている争

{湖北小学校綴喜議機縁〉

持運支 吉5jlj! 工芸事後 24習方F守 (学員長主義務喜重量量}

{火由見)

潟I~l第 1分閲に絞殺された

〈警警3語感激作事基〉

害鳥司塁後及。'1災S議議事的除資 107m弓 語道::r:g議銭安つ替担霊長棄を=若草生宇野再燃される〉
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丁仇事免 500万i守 塁手皮肉71';f~する
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合舗装工事'''r.\1J~t 小前

延長 120m

古銭袋二ζ磯山総埼玉ま童話雲寺昔話

延長 120m

台後災こζ多・・気象会主S
延長 120賠

支持F水T;装山和総本町

食排水工事..;(Ji後

。望柔道童話護主主事事悪霊場線

ま議後;ζ毒事浅草き

主主主義 113鵠 1ち員自由

:ζ護軍事変 100万湾 内町負鐙50EFl
OY襲i議街銭停車場線
告議事長二仁本

英語災 120m 巾員 6m

工芸評言語 100万円 内防災級 50l，iFl

OP裂選船縁~耳翼手線

新設道路

延長 60吉田 miミ11mぷ完成した
〈三ヶ空手浴室完等差是〉不戦懇話 45喜子ゴ!っ

; 税の出勤祝日 ; 

(日 318 (興欝寺)
j 滞続問し涼しよう ; 

)

企

業

誘

致

条

例

決

ま

る

付
(
隠
さ

一
第
一
糸

ζ
m
w
条
例
以
、
本
附
叫
の
綴
拙
制
緩
蛸
持
及
び
糊
蹴
品
ん
い
ん
隣
抑
制
慣
と
制
純

一
め
ら
れ
る
γ
品
開
場
制
人
紋
議
後
場
及
び
総
淡
ハ
以
下
吋
T

ふ
蹴
明
錨
ご
と
い

一

う
V

会
中
本
海
市
内
に
部
刺
殺
し
、
明
人
は
獄
中
品
役
一
行
う
殺
に
対
し
儲
間
仲
肢
を

一
供
与
ず
る
M

灯
、
こ
的
条
例
に
鋭
ω
止
す
る
災
時
制
捻
淡
を
務
じ
、
M
M

て

一
時
胤
綴
及
ぴ
級
品
ん
的
制
緩
附
闘
に
寄
与
し
附
川
勢
の
進
出
問
を
間
関
る
こ
と
を
日
間

一
的
と
す
る
。

一
円
奨
励
後
関
親
〉

一
第
二
条
防
長
は
第
三
条
の
規
定
に
よ
れ
ど
」
の
条
例
の
遼
対
者
受
く

一
ベ
き
工
場
等
を
祭
出
血
し
、
そ
り
綴
営
者
に
対
し
、
町
の
各
A

批判一前年

一
度
に
お
け
る
当
時
蹴
ヱ
一
滋
線
応
対
す
る
町
制
机
〈
悶
閥
同
品
交
察
側
棉
〉
の
紋

一
納
額
の
谷
八
万
の
一
一
一
十
に
抑
制
労
す
る
絡
協
内
に
お
い
て
緩
綴
A
W，b
t
俊

一
村
し
又
は
泌
総
的
抑
制
税
制
札
な
叫
附
与
す
る
に
と
が
明
、
き
る
a

一
〈
限
定
〉

一
州
伸
一
ぷ
糸

γ
ム
枇
吻
絡
の
臨
棉
ザ
~
・
没
後
け
よ
う
-a

と
す
る
者
山
弘
、
ヱ
誘
導
の
郁
耕

一
級
父
は
総
お
ん
ぶ
つ
き
あ
ら
か
じ
め
町
長
に
事
務
識
を
持
続
財
閥
し
な
け

…
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
日
町
長
は
潟
市
到
。
単
組
話
番
を
受
同
時
し
た
と
き
は
、
こ
れ
を
審
査
の

こ
一
上
過
当
と
謎
仏
り
ら
れ
る
も
の
に
つ
き
指
定
す
る
e

一
(
指
定
の
基
地
ヰ
」

一
筋
凶
条
町
長
が
出
摺
叫
え
す
る
ヱ
札
制
強
叩
時
川
、
新
設
の
山
崎
ム
伎
に
あ
っ
て
は

t
一
次
の
件
M
V
に
淡
以
詳
し
、
総
有
判
的
場
合
に
あ
っ
て
は
絞
殺
さ
れ
る
知
的

乙

一

分

が
l

制
約
一
岡
市
勺
に
始
以
潟
つ
す
る
後
附
紛
争
ω

泌
す
る
も
の
明
、
な
け
れ
ば
な
ら

切
な
い
。

…
て
段
下
関
山
止
は
拭
抑
践
の
怜
格
問
例
府
ぃ
千
万
円
以
ふ

…
二
、
常
時
附
間
対
ず
る
杯
減
数
以
州
民
一
淡
コ
一
十
人
以
上

…
2
w
u放
は
何
刊
に
必
要
が
あ
る
主
認
め
る
と
き
は
、
前
墳
の
認
識
単
を

…
ぬ
た
さ
な
い
工
場
で
る
り
て
も
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
ハ
奨
励
捲
蛍
を
講
ず
る
如
制
州
問
)

一
時
時
五
条
奨
励
捻
匿
を
談
ず
る
双
山
附
は
主
た
る
工
場
設
備
附
稼
縁
関
閥
抗
間

一
の
討
の
属
す
る
年
度
か
ら
組
組
皆
持
し
て
コ
一
年
以
内
在
す
る
。

一
2

工
場
等
の
盗
殺
削
附
始
時
授
、
中
ん
た
る
ぷ
橋
線
設
備
の
絞
鵬
開
問
問
仏
側
丈

一
至
る
ま
で
の
矧
附
附
に
お
い
て
附
吋
絞
め
州
問
糊
献
し
得
る
場
合
は
綴
ご
条

一
の
例
に
よ
り
終
仙
削
除
制
絞
殺
鈴
子
る
こ
と
が
マ
智
る
G

一
円
減
W

帥
間
輸
相
削
除
の
隊
側
附
噌
〈
神
仙
附
狩
ゑ
〉

一
附
締
ム
ハ
必
品
附
刊
紙
同
は
・
綱
引
に
綴
〈
陥
制
緩
胤
蹴
命
受
け
て
い
る
期
唱
が
次
mm
各岡市

一
の
刊
に
総
当
す
る
と
糊
脱
出
り
る
ξ
き
は
綴
怒
を
絞
れ
ソ
約
し
又
は
務
〈
時
期

一
治
綴
を
停
止
す
る
こ
・
と
が
で
き
る
。

一
一
、
士
山
た
る
工
場
等
の
前
棋
院
関
む
務
時
閣
間
開
始
の
予
定
対
日
が
車
脅
し
く

一

退

廷

し

た

時

一
二
、
事
業
を
廃
止
し
・
若
し
く
は
休
止
し
た
と
き
又
は
波
止
広
告
し

一
く
は
休
止
の
状
況
に
あ
る
主
き
e

一
…
一
一
、
築
関
条
の
規
慾
を
欠
い
た
主
き
e

一
2
w
m常
は
駒
川
欽
そ
の
他
官
小
ヤ
沈
静
行
為
に
よ

0
鵡
問
削
脚
働
制
緩
な
然
体
り
た

一
殺
に
州
制
し
そ
の
綴
・
似
合
制
峨
蹴
併
し
、
災
級
品
淑
の
念
総
務
し
く
は
二
館

…
の
泌
総
b
a
A
附
子
る
む
と
が
句
者
る
@

…
3

附
叫
凶
常
叫
川
、
当
一
総
工
場
設
槻
臨
に
N

組
閣
蹴
な
施
設
的
抑
加
出
家
の
供
与
を
な

し
た
も
れ
り
に
対
し
て
綴
一
凝
り
担
額
出
品
を
絞
れ
ツ
浴
し
た
場
合
に
お
い

て
は
、
そ
の
練
雌
劫
棋
盤
可
に
要
し
た
あ
後
総
合
弁
絞
殺
し
む
る
こ
と
が

dy
き
る
a

ハ
袋
持
門
会
》

脚揃
b
U
A
術
会
機
常
務
時
獄
鰍
叩
に
欄
閉
す
る
戦
後
を
瑚
側
資
棋
骨
満
開
す
る
た
め
、
我

孫
子
際
会
議
総
数
愛
国
料
品
向
ハ
以
下
「
役
員
会
い
と
い
う
〉
安
後
援

す
る
。

2

祭
員
会
は
蜘
叫
授
の
哨
問
問
刊
に
応
じ
て
窓
見
を
呉
市
中
し
、
又
は
必
察

主
認
め
る
事
凶
引
に
つ
い
て
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
e

3

町
長
は
次
に
担
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
委
員
会
の
意
見
を
き
〈
も

申
主
す
る
e

て
奨
帥
抑
協
泊
銅
鼠
を
満
期
燃
す
る
T
中
鳴
の
指
浴

一
て
総
靴
以
前
間
制
捜
ゆ
鳳
の
供
与
又
は
綬
励
金
の
努
品
刊
の
決
然

一
一
一
、
そ
の
的
関
と
の
条
約
め
総
行
に
つ
い
て
緩
淡
な
淑
明
暗
憐
及
び
こ
の

条
例
的
問
陪
飾
的
安
後
派
す
る
た
め
に
必
術
慣
な
議
機

〈抑制胤州〉

第
八
久
対
器
官
日
以
品
協
は
祭
路
同
一
一
十
名
令
以
て
組
織
す
る
。

詰
品
世
斜
H

は
的
議
会
後
日
間
、
関
係
官
公
庁
、
学
識
経
臨
料
品
咽
思
う
ち
か

ら
町
長
が
佳
品
開
γ
一
件
出
場
皆
様
す
る
。

(
任
期
〉

第
九
条
委
員
担
任
期
捕
は
二
年
主
す
る
。
仮
し
議
伝
を
妨
げ
な
い
。

そ
の
組
帥
慨
に
あ
る
た
め
に
委
時
岡
崎
と
な
っ
た
者
の
仮
綴
は
そ
の
寝
酷
料

相
州
問
中
と
す
る
a

〈
役
員
〉

制的
J
t
糸
援
隊
人
般
に
会
総
符
明
A
d
v
削
閥
会
銭
安
繍
蹴
く
0

2

A
以後削削
A

内
向
蹴
間
以
後
陥
践
の
夜
一
淵
臓
に
よ
る
。

3

ム
判
長
は
会
務
h
k
験
抑
糊
指
し
、
後
議
会
を
代
淡
ず
る
e

4

削
洲
会
炎
は
会
限
設
な
議
後
し
、
会
祭
事
故
あ
る
と
曹
は
そ
の
融
制
時
効

を
代
別
吊
す
る
。

〈
番
記
)

第
十
一
条
委
員
会
に
書
訟
を
震
く
。
書
記
は
会
長
の
命
を
受
け
て

庶
務
に
従
事
す
る
。

〈晴樹削開)

輸
措
十
二
条
己
的
条
例
的
枕
縦
一
行
v
h
醐
闘
し
必
淡
な
築
様
は
附
町
瞬
間
刊
か
削
剥
に

十
同
絞
め
る
。附
即

刻

ー
と
の
糸
削
附
は
公
+
棋
の
抗
日
か
ら
線
終
日
中
ラ
る
。

2

と
の
条
例
総
叫
刊
の
潟
、
鞘
叫
に
宗
務
等
心
誠
制
緩
又
は
拡
充
w
h
A
建議・

ゅ
の
畿
で
線
引
一
一
条
の
笈
殺
に
よ
き
ザ
ム
植
物
mv
殺
笈
を
受
け
よ
う
と
す

る
者
は
、
こ
の
条
例
施
行
の
E
H
か
ら
三
十
日
以
内
に
山
中
議
議
を
町

長
に
援
山
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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可
民
税
の
申
告
は
西
見
九
百
ま
で
に

三
十
五
年
度
合
一
十
m
同
年
分
二
、
一
品
十
間
関
等
中
に
所
得
の
あ

録
制
押
)
附
町
民
校
用
品
問
機
の
捻
出
向
っ
た
ガ
ハ
備
機
嫌
、
料
問
機
柄
、
品
開

糊
絹
綿
棋
は
約
九
九
羽
ま
で
で
ナ
。
与
、
臨
跡
指
材
、
山
小
齢
制
擦
の
令
部
倒

山
時
総
務
綴
没
後
似
し
な
げ
れ
ば
銭
湯
〉

な
ら
な
い
ガ
校
、
次
の
と
お
号
機
後
淑
邸
時
州
、
附
町
民
税
、
終
陣
内

マ

ナ

。

制

棋

を

帽

郎

総

す

る

大

切

な

欝

綴

一
、
公
十
五
銀
…
月
一
院
に
本
で
す
か
ら
、
必
ず
正
し
い
南
市

蜘
叫
に
仲
臨
ん
で
い
る
方
は
、
一
併
合
を
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お

縄
問
の
み
め
る
な
し
に
か
か
わ
ら
級
い
い
た
し
ま
す
。

ず
出
申
告
し
て
い
た
だ
き
ま
す




